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男女共同参画社会の実現をめざして

12

日
本
国
憲
法
に
個
人
の

自
由
と
法
の
下
の
平
等
が

う
た
わ
れ
て
、
実
現
に
向

け
た
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組

み
が
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

平
成
11
年
6
月
に
制
定
さ

れ
た
「
男
女
共
同
参
画
社

会
基
本
法
」の
前
文
で
は
、

「
男
女
共
同
参
画
社
会
の

実
現
は
、
21
世
紀
の
わ
が

国
社
会
を
決
定
す
る
最
重

要
課
題
で
あ
る
」
と
明
記

さ
れ
て
い
ま
す
。

「
男
性
だ
か
ら
」「
女

性
だ
か
ら
」
に
縛
ら
れ
る

こ
と
な
く
、
誰
も
が
そ
の

人
ら
し
く
伸
び
や
か
に
生

き
て
い
け
る
社
会
が
男
女

共
同
参
画
社
会
で
す
。

◆
子
ど
も
が
い
な
い
!?

「
う
ち
の
子
の
学
年
は

１
ク
ラ
ス
し
か
な
い
。
」

「
み
こ
し
を
担
ぐ
子
ど
も

が
い
な
い
。」
な
ど
、
少

子
化
を
生
活
の
中
で
感
じ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

日
本
の
女
性
１
人
が
産

む
子
ど
も
の
平
均
数
を
示

す
「
合
計
特
殊
出
生
率
」

が
、
平
成
14
年
の
1．
32

か
ら
、
平
成
15
年
は
1．

29
に
な
り
低
下
が
続
い
て

い
ま
す
。
こ
の
こ
と
か
ら

も
分
か
る
よ
う
に
、
よ
り

子
育
て
し
や
す
い
職
場
・

地
域
な
ど
の
社
会
の
環
境

を
整
備
し
て
い
く
こ
と
が

緊
急
の
課
題
と
し
て
挙
げ

ら
れ
て
い
ま
す
。

少
子
化
は
労
働
力
の
減

少
や
購
買
人
口
の
減
少
に

よ
る
経
済
の
低
迷
な
ど
、

将
来
の
日
本
の
社
会
に
大

き
な
影
響
を
与
え
ま
す
。

◆
隣
近
所
が
お
年
寄
り

少
子
化
の
一
方
、
平
均

寿
命
が
延
び
、
高
齢
者
の

割
合
が
増
え
て
い
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
、
老
人
介
護

の
負
担
増
加
や
年
金
・
医

療
・
福
祉
な
ど
、
社
会
福

祉
分
野
で
の
現
役
世
代
へ

の
負
担
増
が
生
じ
て
き
て

い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中

で
、
男
性
は
外
で
仕
事
、

女
性
は
家
庭
で
家
事
・
育

児
・
介
護
と
い
う
今
ま
で

の
仕
組
み
で
は
、
社
会
を

支
え
る
こ
と
が
難
し
く
な

っ
て
き
ま
し
た
。

労
働
力
の
安
定
の
面
か

ら
は
、
結
婚
・
出
産
後
も

働
き
続
け
た
い
、
再
就
職

し
た
い
と
希
望
す
る
女
性

を
支
援
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
男
女
が
共
に
社
会

で
働
き
、
共
に
家
庭
を
守

り
、
共
に
地
域
活
動
に
参

画
で
き
る
社
会
が
必
要
と

な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

め
ざ
す
の
は

み
ん
な
で

支
え
あ
う
社
会
！

家
庭
で
の
家
事
・
育

児
。
夫
婦
で
一
緒
に
や
れ

ば
共
通
の
話
題
で
会
話
も

弾
む
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

い
つ
も
、
男
性
だ
け
で
計

画
・
実
施
し
て
い
た
地
域
の

イ
ベ
ン
ト
。
女
性
が
一
緒
に

か
か
わ
っ
て
い
く
と
新
た
な

ア
イ
デ
ア
が
生
ま
れ
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

男
女
共
同
参
画
へ
の
最

初
の
一
歩
は
、
相
手
を
思

い
や
る
気
持
ち
と
、
自
分

の
力
を
社
会
で
試
し
て
み

た
い
と
い
う
積
極
的
な
意

欲
か
ら
。
そ
う
す
れ
ば
、

家
庭
が
明
る
く
、
生
活
が

楽
し
く
、
人
生
が
豊
か
に

な
り
ま
す
。

難
し
い
こ
と
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
ま
ず
は
、
身
近

な
こ
と
か
ら
取
り
組
ん
で

み
ん
な
で
支
え
あ
う
社
会

を
つ
く
り
ま
せ
ん
か
。

進捗状況をお知らせします！
木更津市男女共同参画計画
～デュエットプランきさらづ～

平成14年3月に平成18年度までの5年間を計画期間
とする「木更津市男女共同参画計画デュエットプランき
さらづ」を策定し、将来像“女

ひと

と男
ひと

が認め合い共に参画
し、心豊かに生きていける社会”をめざして取り組みを
進めています。
このプランに掲げた具体的施策の平成14年度進捗状
況をお知らせします。これは、基本目標・課題ごとに平
成18年度を100％としたときの進捗率です。

◆「木更津市男女共同参画計画デュエットプランきさらづ」
には、行政が取り組むことだけでなく、市民・地域・職場の
取り組みも掲げています。計画書は、市役所2階行政資料
室・各公民館・市のホームページで見ることができます。

【キーワード】
性別役割分担意識 「男は仕事」「女は家事・育児」というよ
うに男性・女性で異なる役割が与えられ、その役割を果たす
ことが期待される意識。このような考え方や意識で性別によ
り生き方を決めることは、女性には能力を生かす機会を制
約してしまう反面、男性にとっても活動の範囲や生き方を狭
めてしまうことになる。
合計特殊出生率 女性1人が、15歳～49歳までの間に産む
子どもの数の平均。1970年代から先進国で出生率の低下が
目立ち始めた。イタリア・ドイツ・フランスなどは、国の育児
支援により上向き傾向に変化しているが、日本では依然とし
て低下が続いている。
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葉
県
漁
業
士
認
定
式

が
1
月
16
日
に
行
わ
れ
、

新
た
に
14
人
の
漁
業
士
が

認
定
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
、
初
め
て
女
性
が

6
人
認
定
さ
れ
、
そ
の
う

ち
の
１
人
に
ノ
リ
養
殖
に

携
わ
る
山
口
和
江
さ
ん

（
牛
込
）
が
い
ま
し
た
。

▼
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

漁
業
を
始
め
た
き
っ
か
け
は

両
親
が
や
っ
て
い
た
か

ら
、
跡
を
継
ぐ
よ
う
に
言

わ
れ
て
。
若
い
時
は
、
ほ

か
に
や
り
た
い
こ
と
も
あ

っ
た
か
ら
、
最
初
は
嫌
々

だ
っ
た
け
ど
、
そ
の
う
ち

お
も
し
ろ
く
な
っ
て
き
ま

し
た
。
時
間
に
縛
ら
れ
な

い
仕
事
は
、
私
に
合
っ
て

い
た
み
た
い
で
す
ね
。

漁
業
と
い
う
仕
事
は

自
然
が
相
手
だ
か
ら
予

測
が
で
き
な
い
職
業
。
夫

は
会
社
員

だ
っ
た

の

で

、

結
婚
後
も

私
が
漁
業
を

続
け
ま
し
た
。
ノ
リ
養

殖
の
仕
事
は
機
械
化
さ
れ

て
随
分
楽
に
な
っ
た
ん
で

す
よ
。
で
も
、
仲
間
の
男

性
と
共
同
で
力
作
業
を
す

る
と
き
は
、
足
手
ま
と
い

に
な
ら
な
い
よ
う
に
心
掛

け
て
や
り
ま
し
た
。

漁
業
士
に
認
定
さ
れ
て

私
は
自
分
に
で
き
る
こ

と
を
一
生
懸
命
や
っ
て
き

た
だ
け
。
ノ
リ
養
殖
は
夫

婦
で
や
っ
て
い
る
と
こ
ろ

が
多
く
て
、
こ
の
仕
事
を

続
け
て
い
る
先
輩
の
女
性

は
今
で
も
た
く
さ
ん
い
る

か
ら
、
負
け
て
ら
れ
ま
せ

ん
。
認
定
を
き
っ
か
け
に
、

今
度
は
私
が
若
い
人
た
ち

の
目
標
に
な
れ
た
ら
う
れ

し
い
で
す
ね
。

※
山
口
さ
ん
は
、
７
月
８
日
開
催
の

「
き
さ
ら
づ
女
性
カ
レ
ッ
ジ
２
０
０
４
」

に
講
師
と
し
て
登
場
！
お
楽
し
み
に
。

平成16年7月1日発行／木更津市 市民生活部市民生活課 男女共同参画・国際班　q0438ー23ー7111 内線479

漁業士とは？
熱意を持って地域活動に取り組み、漁業および漁村の

活性化を担う人材として、知事が認定した「地域漁業」のリ
ーダー。現在、県内には58人の漁業士がいて、学校での水
産教室講師・魚食普及・漁業地域環境保全など、さまざま
な分野で活躍しています。

21
世
紀
の

最
重
要
課
題
で
す

急
変
す
る

社
会
の
状
況

最
初
の
一
歩
は

で
き
る
こ
と
か
ら

ど
う
し
て

取
り
組
み
が
必
要
？

女性の漁業士が誕生しました！

 

■人権の尊重と男女平等の意識づくり 
1．人権の尊重と侵害の解消 

2．生涯を通じた男女平等の教育 

3．男女平等の視点に立った意識改革と慣行の見直し 

■あらゆる分野で男女が共に参画できる環境づくり 
1．政策・方針決定過程への女性の参画 

2．家庭・地域社会における男女共同参画 

3．労働の場における男女の平等 

■誰もが自立し安心して暮らせる社会環境づくり 
生涯を通じた健康支援と福祉の充実 

■計画の推進体制の整備 
　全体の推進状況［合計］ 
 

実　施 
事業数 

114 

28 

72 

14 

167 

104 

37 

26 

78 

78 

15 

374

進捗率 
％　 

68.5 

69.9 

53.6 

82.1 

53.9 

56.4 

68.1 

37.3 

81.5 

81.5 

94.0 
74.5

Ⅰ 

Ⅱ 

Ⅲ 

実施状況 
■基本目標／課題 



※デュエットに関するご意見・お問い合わせは、市民生活課男女共同参画・国際班へ。

男女共同参画情報紙　デュエット

男
女
共
同
参
画
社
会

は
、
女
性
だ
け
が
有
利
に

な
る
社
会
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
男
女
が
対
等
な
社
会

環
境
を
整
え
る
こ
と
は
、

男
性
の
生
き
方
も
見
直
す

良
い
機
会
と
な
り
ま
す
。

「
男
は
弱
音
を
吐
か
ず
、

家
族
を
養
う
た
め
に
働
き

続
け
る
」
を
男
ら
し
さ
と

し
て
き
た
社
会
は
、
多
く

の
男
性
を
苦
し
め
て
き
ま

し
た
。

平
成
10
年
以
降
、
長
引

く
経
済
不
況
や
そ
れ
に
伴

う
雇
用
環
境
の
悪
化
・
変

化
な
ど
が
原
因
と
思
わ
れ

る
男
性
の
自
殺
者
は
毎
年

2
万
人
を
超
え
、
特
に
中

高
年
の
自
殺
が
増
加
傾
向

に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
過

労
死
は
年
間
推
定
1
万
人

と
い
わ
れ
、
そ
の
圧
倒
的

多
数
が
男
性
で
す
。

離
婚
率
は
、
増
加
の
一

途
を
た
ど
っ
て
お
り
、
本

市
の
離
婚
率
も
全
国
平
均

を
上
回
り
な
が
ら
増
加
を

し
て
い
ま
す
。

年
代
別
で
は
、
平
成
4

年
と
14
年
の
男
性
の
離
婚

率
の
比
較
で
、
35
歳
〜
39

歳
が
0.7
ポ
イ
ン
ト
増
に
対

し
、
50
歳
〜
54
歳
は
2.4
、

55
歳
〜
59
歳
は
1.2
ポ
イ
ン

ト
増
と
ほ
か
の
年
代
か
ら

み
て
増
加
の
割
合
は
大
き

く
な
っ
て
い
ま
し
た
。
こ

デ
ュ
エ
ッ
ト
・
デ
ー
タ
・
バ
ン
ク

男性の
自殺者数

女
性
団
体
交
流
集
会

は
、
市
内
で
女
性
が
中
心

と
な
っ
て
活
動
し
て
い
る

グ
ル
ー
プ
・
サ
ー
ク
ル
・

女
性
問
題
に
取
り
組
む
団

体
な
ど
が
、
団
体
相
互
の

情
報
交
換
や
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
づ

く
り
、
団
体
活

動
の
活
性
化
を

図
る
た
め
に
開

催
し
て
い
ま

す
。各

団
体
か
ら

選
出
さ
れ
た
企

画
実
行
委
員

が
、
積
極
的
に
企
画
か
ら

当
日
の
運
営
ま
で
行
い
、

開
催
日
の
1
月
23
日
に
は

16
団
体
、
85
人
が
中
央
公

民
館
に
集
ま
り
ま
し
た
。

9
団
体
が
展
示
ブ
ー

ス
を
設
置
、
11
団
体
が

意
見
発
表
を
行
い
、
そ
の

後
、
テ
ィ
ー
パ
ー
テ
ィ
ー

で
情
報
交
換
を
し
ま
し

た
。今

年
度
も
企
画
実
行
委

員
を
募
集
し
、

9
月
に
第

1
回
の
企

画
実
行
委

員
会
を
開

催
す
る
予

定
で
す
。

こ
れ
ま
で

に
参
加
し

た
団
体
は
も

ち
ろ
ん
、
新
し
い
仲
間
も

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

参
加
を
希
望
す
る
団
体

は
、
男
女
共
同
参
画
・
国

際
班
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

さ
れ
る
男
女
共
同
参
画
社

会
は
、
ま
ず
は
自
分
が
気

づ
い
て
変
わ
る
こ
と
が
大

切
と
ア
ド

バ
イ
ス
を

い
た
だ
き

ま
し
た
。

ま
た
、
声
楽

家
で
地
元
出
身

の
森
宮
朱
美
さ

ん
の
ミ
ニ
コ
ン

サ
ー
ト
の
後
、

第
２
部
は
千
葉

県
立
衛
生
短
期

大
学
講
師
の
松
田
敏
子
さ

ん
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

２
月
８
日
、
市
民
会
館

中
ホ
ー
ル
で
304
人
の
参
加

を
得
て
開
催
さ
れ
た
第
12

回
き
さ
ら
づ
デ
ュ
エ

ッ
ト
／
男
女
共
同
参

画
フ
ォ
ー
ラ
ム
。

第
１
部
は
、

「
笑
っ
て
・
感
じ

て
・
気
づ
い

て
・
変
わ
る
」

の
テ
ー
マ
で

落
語
家
の
桂

文
也
さ
ん
に

よ
る
講
演
が
あ
り
ま

し
た
。
よ
ど
み
な
い

口
調
で
繰
り
広
げ
ら
れ

る
身
近
な
話
題
、
厳
し
い

指
摘
に
も
、
う
な
ず
き
な

が
ら
聞
き
入
っ
て
い
る
参

加
者
。
自
分
の
特
性
・
能

力
・
人
生
の
選
択
が
、
性

別
に
か
か
わ
り
な
く
尊
重

に
、
会
場
の
参
加
者
と
の

フ
リ
ー
ト
ー
ク
。
講
演
者

の
桂
文
也
さ
ん
か
ら
の
助

言
を
得
な
が
ら
、
学
校
の

取
り
組
み
、
ま
ち
づ
く
り

へ
の
女
性
の
参
画
、
母

性
・
子
育
て
支
援
な
ど
、

熱
心
な
意
見
交

換
の
場
と
な
り

ま
し
た
。

第
13
回
の
フ

ォ
ー
ラ
ム
開
催

に
向
け
、
男
性

や
若
い
世
代
の

メ
ン
バ
ー
が
増

え
パ
ワ
ー
ア
ッ

プ
し
た
企
画
実

行
委
員
会
が
動

き
出
し
ま
し

た
。
ど
う
ぞ
、

お
楽
し
み
に
！
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自殺者数の推移 

15,393

7,711

16,416

7,975

23,013

9,850

23,512

9,536

22,727

9,230

22,144

8,898

23,080

15,393
16,416

23,013

23,512
22,727

22,144
23,080

9,063

離婚率

0

100

200

300

400

500

15～24（年齢） 

（分） 

25～34 35～44 45～54 55～64 65～74 75～ 

仕事 家事 

0

100

200

300

400

500

15～24（年齢） 

（分）

25～34 35～44 45～54 55～64 65～74 75～ 

仕事 家事 

資料：平成13年社会生活基本調査（総務省） 
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資料：人口動態統計（厚生労働省） 

知っていると心強い

相談窓口
ストレスの多い現代社会。
誰もがいろいろな問題や
悩みを持っています。
まずは、気軽に相談して

みましょう。

夫や恋人からの暴力に悩んでいませんか
ドメスティック・バイオレンス（DV）は、身体
的・性的・心理的・経済的などの暴力を指し
ます。直接暴力を受ける女性だけでなく、子
どもにも深刻な影響を及ぼすので早めに相
談を!!

年齢別　1日平均の仕事と家事の時間

の
こ
と
か
ら
、
定
年
を
間

近
に
し
た
男
性
が
離
婚
に

直
面
す
る
と
い
っ
た
ケ
ー

ス
が
増
え
て
い
る
こ
と
が

分
か
り
ま
す
。

男
性
は
す
べ
て
の
年
代

で
仕
事
中
心
の
生
活
と
な

っ
て
い
ま
す
。
定
年
退
職

後
で
も
そ
れ
ほ
ど
家
事
の

時
間
は
増
え
ず
、
女
性
と

家
事
を
分
担
し
て
い
る
の

で
は
な
い
こ
と
が
分
か
り

ま
す
。

一
方
、
女
性
は
勤
め
て
い

る
と
き
は
、
家
事
と
仕
事

の
両
方
を
担
い
、
退
職
し
た

後
も
家
事
の
時
間
が
減
る

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

仕事と
家事の
時間

女性団体交流集会女性団体交流集会

市役所市民生活課
内線261

市役所児童家庭課
内線273

市役所児童家庭課　
内線276

青少年指導センター
q25－5000

保健相談センター　
q23－1300

千葉県君津健康福祉セ
ンター（君津保健所）

q22－3748（専用）

社会福祉協議会
q25－2089

地域子育て支援センタ
ーゆりかもめ

q22－3630
女性被害110番
q043－223－0110

※祝日を除く

月曜日 午後1時～3時
第2・４木曜日 午後1時～4時

月～金曜日 午前8時30分～午後5時

月・水・金曜日 午前9時～午後4時30分
火・木・金曜日 午前9時～午後4時30分

月～金曜日 午前9時～午後4時30分

第1・３木曜日 午前9時～11時

第３木曜日　　
奇数月：午前10時～正午
偶数月：午後2時～4時

第３水曜日 午後3時～4時　　

月～金曜日
午前9時～午後5時

月～金曜日
午前8時30分～午後5時

人権・行政合同相談（要予約）
法律相談（要予約）
保育園入園や
子育て支援に関する相談
家庭相談
母子・寡婦相談

青少年の悩みごと相談

母子健康相談

女性のための
健康相談（要予約）

介護相談（要予約）

育児電話相談

女性被害者の困りごと・
悩みごと相談

千葉県女性サポートセン
ター（千葉市）
q043－302－1015
q043－245－1719
千葉県女性センター（柏
市）
q04－7140－8605
（面談要予約）

千葉県君津健康福祉セン
ター（君津保健所）
q22－3411

◆電話相談　24時間対応
◆来所相談　〈月～金曜日〉
午前9時～午後5時（祝日を除く）

◆電話相談・面接相談　
〈火～土曜日〉

午前9時30分～午後8時
〈日曜日・祝日〉

午前9時30分～午後4時
（第3水曜・施設休所日を除く）
◆電話相談　〈月～金曜日〉
◆面接相談〈金曜日〉（要予約）
午前9時～午後5時（祝日を除く）

男性女性


